
《お申込み・お問合わせ》 平山郁夫シルクロード美術館
〒408-0031 北杜市長坂町小荒間2000-6 ☎0551-32-0225 (担当・中澤）

内絵（内画）とはガラス容器の内側に絵を描
く技法です。⿐煙壺の場合、⼩さな⼝から細
い筆を差し⼊れて、ガラスの
内部に⾵景や⼈物、花⿃など
を描きます。⾼度な技術を要
する伝統技法です。

■開催⽇：2018年11⽉3⽇（⼟・⽂化の⽇）
■講 師：劉泰松⽒（ガラス内絵職⼈/中国）
■場 所：平⼭郁夫シルクロード美術館内
■時 間：11：00〜16：30

（休憩時は不在となる場合もございます）
■観覧料：無料（ただし⼊館券が必要）
■申込み：不要
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「中国⼯芸の精華と
平⼭郁夫シルクロード紀⾏―中国編」展

同時開催

9/15[⼟]ー12/27[⽊]

平成30年度⽂化庁 地域の核となる美術館・歴史博物館⽀援事業

（土・文化の日）
鼻煙壺

嗅ぎ煙草を⼊れる⼩さな壺のことを⿐煙壺（英語ではsnuff 
bottle）といいます。⼩さな瓶に、精巧な装飾や絵付けなどの
細⼯が施された⿐煙壺は、清の時代の宮廷で愛⽤され、とりわ
け乾隆年間（18世紀）には、ガラス製の⿐煙壺や、内絵を施し
た内絵⿐煙壺が⼤流⾏しました。

（びえんこ）

このたび、当館では本場中国北京のガラス内絵職⼈劉泰松さんをお招きし、⿐煙壺の制作実
演及び販売を⾏います。内絵は⼩さなガラス瓶の内側から細密な絵をかく伝統技法です。ぜ
ひこの機会にお楽しみ下さい。

（写真はイメージです）

《内絵とは》

《⿐煙壺（びえんこ）とは》

「中国工芸の精華と平山郁夫シルクロード紀行－中国編」展関連イベント

《トークイベント》
13：30から、⿐煙壺の
技法について説明を⾏い
ます（約1時間）。

の制作実演
ガラス内絵11：30～16：30

内絵⼭⽔⽂⿐煙壷
19－20世紀

内絵唐⼦⽂⿐煙壷
19－20世紀


